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私
は
３
年
半
前
ま
で
所
沢
市
役
所

で
働
き
、
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
三
ヶ
島
葭

子
に
関
し
て
は
、
他
の
仕
事
と
並
行

し
て
長
く
担
当
し
、
退
職
後
も
協
力

し
て
い
ま
す
。 

は
じ
め
に 

「
三
ヶ
島
葭
子
」
は
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
す
。
本
名
は
「
三
ヶ
島
よ
し
」
、

結
婚
後
は
「
倉
片
よ
し
」
で
す
。
生

涯
に
６
千
首
の
短
歌
を
詠
み
ま
し
た
。 

葭
子
は
明
治
19
年
８
月
７
日
に

三
ヶ
島
堀
之
内
村
（
所
沢
市
）
で
生

ま
れ
、
昭
和
２
年
３
月
に
麻
布
区
谷

町
（
港
区
）
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
40

歳
７
カ
月
の
生
涯
で
す
。
葭
子
の
一

人
娘
で
あ
る
倉
片
み
な
み
（
中
島
み

な
み
） 

さ
ん
が
平
成
13
年
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が
な
か
っ

た
の
で
、
も
う
葭
子
の
血
を
引
く
人

は
い
ま
せ
ん
。
今
は
葭
子
の
生
家
の

跡
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

昭
和
９
年
に
橋
本
徳
寿
編
集
の

『
三
ヶ
島
葭
子
全
歌
集
』
が
出
版
さ

れ
、
題
字
は
夫
・
寛
一
が
、
序
文
は

斎
藤
茂
吉
が
書
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

み
な
み
さ
ん
が『
三
ヶ
島
葭
子
日
記
』

『
三
ヶ
島
葭
子
往
復
書
簡
抄
』
『
定

本
三
ヶ
島
葭
子
全
歌
集
』
な
ど
を
出

版
し
ま
し
た
。 

平
成
４
年
に
、
み
な
み
さ
ん
か
ら

所
沢
市
に
葭
子
の
日
記
・
手
紙
・
写

真
な
ど
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
、
平
成

６
年
に
三
ヶ
島
葭
子
資
料
室
（
三
ヶ

島
公
民
館
内
）
が
で
き
ま
し
た
。 

歌
人
に
よ
る
葭
子
研
究
の
本
が
何

冊
も
あ
り
、
市
教
育
委
員
会
も
３
冊

発
行
し
て
い
ま
す
。 

生
い
立
ち 

三
ヶ
島
本
家
は
中
氷
川
神
社
の
神

官
で
す
が
、
葭
子
の
家
は
分
家
で
す
。

三
ヶ
島
小
学
校
長
だ
っ
た
父
の
転
勤

で
、
子
ど
も
の
頃
は
槻
川
村
（
東
秩

父
村
）
、
小
手
指
村
（
所
沢
市
）
、

児
玉
町
（
本
庄
市
）に
住
み
ま
し
た
。

葭
子
は
生
涯
に
20
回
も
転
居
し
て

い
ま
す
。 

小
手
指
村
の
小
学
校
に
入
学
し
た

直
後
に
、
葭
子
と
栄
一
の
姉
弟
を
残

し
て
母
が
病
死
し
、
父
が
再
婚
し
ま

す
。
継
母
が
産
ん
だ
４
人
の
う
ち
、

最
初
の
一
郎
が
俳
優
・
左
卜
全
で
す
。 

葭
子
は
小
学
校
尋
常
科
と
高
等
科

を
児
玉
町
で
卒
業
し
ま
し
た
。
寄
宿

舎
生
活
を
送
っ
て
い
た
浦
和
町(

さ

い
た
ま
市)

の
埼
玉
県
女
子
師
範
学

校
は
、
３
年
生
の
途
中
で
結
核
の
た

め
退
学
し
ま
す
。
父
が
校
長
を
し
て

い
た
船
堀
村(

江
戸
川
区)

で
療
養
後
、

明
治
41
年
６
月
末
か
ら
大
正
３
年

３
月
ま
で
５
年
９
カ
月
、
秋
川
上
流

の
西
多
摩
郡
小
宮
村
（
あ
き
る
野
市
）

で
小
学
校
の
代
用
教
員
（
後
に
准
教

員
）
を
し
な
が
ら
、
短
歌
や
文
章
を

雑
誌
に
投
稿
し
ま
し
た
。 

歌
風
の
変
遷
／
小
説
も
書
く 

小
宮
村
の
頃
は
、
与
謝
野
晶
子
の

指
導
に
よ
る
浪
漫
的
な
新
詩
社
の
歌

風
と
な
っ
て
お
り
、
若
山
牧
水
の
影
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響
も
受
け
て
い
ま
す
。
や
が
て
、
結

婚
・
出
産
な
ど
自
身
の
生
活
や
社
会

の
変
化
か
ら
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
島
木
赤

彦
に
５
年
間
師
事
し
、
現
実
に
即
し

た
写
生
的
な
短
歌
を
詠
み
ま
す
。
あ

る
出
来
事
で
ア
ラ
ラ
ギ
を
離
れ
、
古

泉
千
樫
に
師
事
し
た
『
日
光
』
の
時

期
に
、
澄
ん
だ
深
い
境
地
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。 

葭
子
は
結
婚
後
に
小
説
も
書
き
、

５
編
を
発
表
し
ま
し
た
。
登
場
人
物

が
葭
子
な
ど
実
在
の
人
物
の
日
記
の

内
容
と
重
な
る
部
分
も
多
く
、
私
小

説
的
な
短
編
で
す
。
ま
た
、
大
正
９

年
か
ら
『
少
女
号
』
に
少
女
向
け
の

短
歌
や
物
語
を
書
い
て
い
ま
す
。 

新
詩
社
の
頃 

け
さ
雪
は
し
ろ
が
ね
の
こ
と
枯
草
の

か
わ
き
し
上
ぞ
か
が
や
き
に
け
る 

こ
れ
は
明
治
42
年
、『
女
子
文
壇
』

４
月
号
に
投
稿
し
、
与
謝
野
晶
子
の

選
で
初
掲
載
さ
れ
た
葭
子
の
短
歌
で

す
。
以
後
、
毎
月
入
選
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
葭
子
は
新
詩
社
に
入
り
ま
す
。 

明
治
43
年
に
『
ス
バ
ル
』
や
若
山

牧
水
の
『
創
作
』
に
短
歌
が
載
り
ま

す
。 明

治
45
年
、
準
教
員
試
験
に
合
格
。

平
塚
ら
い
て
う
の
青
鞜
社
に
入
り
、

『
青
鞜
』
に
は
一
〇
一
六
首
が
載
り

ま
す
。
こ
の
頃
、
夫
と
な
る
所
沢
町

出
身
の
倉
片
寛
一
（
東
京
で
勤
め
、

文
学
好
き
）
と
知
り
合
っ
て
文
通
を

始
め
、
船
堀
村
や
小
宮
村
で
会
い
ま

す
。 大

正
２
年
、
名
古
屋
の
原
田
琴
子

の
仲
介
で
、
宮
城
県
の
原
阿
佐
緒
と

文
通
を
始
め
ま
す
。
与
謝
野
晶
子
に

見
出
さ
れ
た
原
田
琴
子
と
原
阿
佐
緒

が
そ
れ
ぞ
れ
歌
集
を
出
し
、
葭
子
も

歌
集
『
眠
の
前
』
の
準
備
を
進
め
ま

す
が
、
大
正
３
年
３
月
、
葭
子
の
退

職
と
同
時
に
夫
が
失
業
し
、
歌
集
は

実
現
し
ま
せ
ん
。
経
済
的
に
楽
で
は

な
い
生
活
に
入
り
ま
す
。 

結
婚
・
出
産 

上
京
し
結
婚
。
神
田
区
に
住
ん
だ

後
、
夫
の
友
人
・
中
川
一
政
の
手
引

き
で
巣
鴨
村
向
原
（
東
池
袋
）
の
借

家
に
移
り
、
大
正
３
年
12
月
末
に
長

女
・
み
な
み
を
産
み
ま
す
。
夫
の
両

親
は
こ
の
結
婚
に
反
対
し
て
い
ま
し

た
が
、
み
な
み
誕
生
後
は
温
か
く
接

し
て
く
れ
ま
す
。 

大
正
４
年
に
は
短
歌
多
数
と
小
説

４
編
を
発
表
。
や
っ
と
10
月
に
夫
が

大
日
本
水
産
会
に
就
職
で
き
て
も
家

計
は
苦
し
く
、
葭
子
は
裁
縫
や
刺
繍

の
内
職
も
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
家
族

で
博
覧
会
や
演
劇
を
見
、
文
芸
雑
誌

も
購
読
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
短

気
な
夫
と
の
い
さ
か
い
が
多
く
、
家

事
の
時
間
や
病
気
に
悩
み
な
が
ら
文

学
に
向
き
合
い
ま
し
た
。 

ア
ラ
ラ
ギ
で 

大
正
５
年
４
月
に
葭
子
が
発
病

(

血
痰
、
膀
胱
炎)

、
８
月
に
長
女
を

所
沢
の
夫
の
実
家
に
預
け
、
以
後
は

時
々
し
か
会
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

８
月
末
か
ら
40
日
間
、
宮
城
県
の
原

阿
佐
緒
の
家
に
招
か
れ
て
静
養
中
、

東
京
の
島
木
赤
彦
に
手
紙
と
短
歌
を

送
り
ア
ラ
ラ
ギ
に
入
会
し
ま
す
。 

大
正
６
年
２
月
、
夫
の
勤
務
先
に

近
い
麻
布
区
谷
町
の
日
あ
た
り
の
悪

い
長
屋
に
転
居
し
、
小
説
１
篇
を
発

表
し
ま
す
。
新
橋
の
平
民
病
院
に
通

院
。
若
山
牧
水
夫
妻
を
原
阿
佐
緒
と

訪
問
し
た
り
、
与
謝
野
晶
子
宅
歌
会

で
は
高
村
光
太
郎
や
茅
野
雅
子
な
ど

と
会
い
ま
す
。 

大
正
７
年
７
月
、
宮
城
県
に
行
き

原
阿
佐
緒
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
こ

れ
は
東
北
帝
大
教
授
で
ア
ラ
ラ
ギ
歌

人
の
石
原
純
が
、
妻
子
が
あ
り
な
が

ら
原
阿
佐
緒
に
強
く
思
い
を
寄
せ
て

い
る
問
題
で
す
。 

大
正
８
年
５
月
、
谷
町
で
日
の
あ

た
る
長
屋
に
転
居
。
『
ア
ラ
ラ
ギ
』

掲
載
の
短
歌
が
、
力
を
認
め
ら
れ
葭

子
自
選
と
な
り
ま
す
。
生
田
花
世
や

長
谷
川
時
雨
と
文
学
の
勉
強
会
に
参

加
し
ま
す
。 

大
正
９
年
２
月
か
ら
２
年
余
り
、

夫
が
水
産
新
報
社
の
編
集
長
と
し
て

大
阪
に
単
身
赴
任
。
東
京
の
葭
子
は

４
月
の
ア
ラ
ラ
ギ
歌
会
で
杉
浦
翠
子

や
今
井
邦
子
と
会
い
ま
す
。
10
月
、

問
題
を
抱
え
た
原
阿
佐
緒
が
上
京
、

葭
子
宅
に
数
カ
月
同
居
し
ま
す
。 

大
正
10
年
２
月
、
念
願
の
葭
子
歌

集
『
吾
木
香
』(

わ
れ
も
こ
う)

を
出

版
。
同
居
中
の
原
阿
佐
緒
が
序
文
、

装
丁
は
中
川
一
政
、
出
版
費
用
は
夫

が
工
面
し
ま
し
た
。 
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２
月
末
、
葭
子
宅
の
原
阿
佐
緒
に

石
原
純
が
同
居
し
、
石
原
純
を
説
得

し
よ
う
と
島
木
赤
彦
や
斎
藤
茂
吉
、

古
泉
千
樫
な
ど
が
来
ま
す
。
男
を
惑

わ
す
妖
婦
と
各
新
聞
で
非
難
さ
れ
る

原
阿
佐
緒
を
擁
護
す
る
た
め
、
葭
子

が
『
新
家
庭
』
と
『
婦
人
公
論
』
に

事
実
関
係
を
掲
載
。
そ
の
行
動
が
島

木
赤
彦
の
方
針
に
反
し
、
９
月
に
葭

子
は
ア
ラ
ラ
ギ
か
ら
破
門
さ
れ
ま
す
。 

波
乱
と
平
穏 

大
阪
で
は
夫
が
会
社
の
若
い
女
性

と
親
し
く
な
り
、
大
正
11
年
４
月
に

夫
が
帰
京
す
る
と
、
そ
の
女
性
・
徳

田
冨
野(

葭
子
没
後
の
後
妻)

が
追
っ

て
き
ま
す
。
葭
子
は
離
婚
せ
ず
、
３

人
の
同
居
生
活
に
耐
え
ま
す
。
長
女

へ
の
思
い
と
短
歌
が
支
え
で
し
た
。 

大
正
13
年
３
月
、
夫
と
冨
野
が
近

く
に
転
居
。
独
居
の
葭
子
の
生
活
費

は
夫
が
負
担
し
ま
す
。
４
月
、
北
原

白
秋
な
ど
が
「
日
光
」
を
創
刊
、
ア

ラ
ラ
ギ
を
離
れ
た
古
泉
千
樫
と
と
も

に
葭
子
も
同
人
に
な
り
ま
す
。
よ
う

や
く
得
た
平
穏
で
す
が
、
８
月
に
脳

出
血
で
一
時
右
半
身
不
随
に
。
長
女

が
一
時
転
校
し
て
朝
夕
に
立
ち
寄
り
、

原
阿
佐
緒
も
見
舞
い
ま
す
。
翌
年
は

妹
が
看
病
、
小
康
状
態
で
「
日
光
」

や
「
少
女
号
」に
短
歌
を
載
せ
ま
す
。 

昭
和
２
年
３
月
25
日
に
脳
出
血

が
再
発
し
、
翌
26
日
、
上
京
し
た
長

女
な
ど
に
看
取
ら
れ
自
宅
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
所
沢
・
実
蔵
院
の
倉
片

家
墓
地
に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

葭
子
の
短
歌 

あ
め
つ
ち
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
こ
と

よ
せ
て
歌
ひ
つ
く
さ
ば
ゆ
る
さ
れ
む

か
も 

 

明
治
42
年
『
女
子
文
壇
』
、
23
歳
、

短
歌
へ
の
決
意
。 

名
も
知
ら
ぬ
小
鳥
き
た
り
て
歌
ふ
と

き
我
も
ま
だ
見
ぬ
人
の
恋
し
き 

寂
し
さ
を
歌
ふ
人
な
く
な
り
し
時
ろ

を
ま
の
国
は
亡
び
し
と
き
く 

 

明
治
43
年
、
１
首
目
『
ス
バ
ル
』
、

夢
見
る
心
。
２
首
目
『
創
作
』
。 

君
を
見
ん
明
日
の
心
に
先
だ
ち
ぬ
夕

雲
赤
き
夏
の
よ
ろ
こ
び 

 

大
正
２
年
、
倉
片
寛
一
と
の
恋
愛
。 

何
よ
り
も
わ
が
子
の
む
つ
き
乾
け
る

が
う
れ
し
き
身
な
り
春
の
日
あ
た
り 

 

親
の
か
ほ
け
さ
や
う
や
く
に
見
い
で

た
る
瞳
は
い
ま
だ
水
の
ご
と
し
も 

 

大
正
４
年
『
青
鞜
』
、
幼
い
生
命

の
い
と
お
し
さ
。 

病
め
ば
子
の
や
し
な
ひ
が
た
く
人
の

ゐ
る
湯
ぶ
ね
の
中
に
涙
お
と
し
ぬ 

 

大
正
５
年
『
詩
歌
』
、
離
れ
て
暮

ら
す
長
女
を
思
っ
て
。 

天
秤
に
つ
ら
ぬ
き
て
運
ぶ
稲
束
の
垂

り
穂
は
地
に
曳
き
ず
ら
れ
つ
つ 

 

夕
川
の
つ
め
た
き
水
に
洗
ひ
た
る
小

蕪
ま
し
ろ
に
積
み
あ
げ
て
あ
り 

 

大
正
６
年
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
、
ま
っ

す
ぐ
な
視
線
と
描
写
。 

ふ
る
さ
と
の
吾
児
を
見
に
ゆ
く
汽
車

の
銭
つ
く
る
と
こ
の
日
ぬ
ひ
と
り
す

我
は 

 

大
正
８
年
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
、
刺
繍

の
内
職
で
所
沢
へ
の
交
通
費
を
。 

わ
が
家
の
ま
う
へ
を
と
ほ
る
飛
行
船

大
い
な
る
も
の
空
を
ゆ
く
か
も 

た
ま
き
は
る
い
の
ち
ひ
と
つ
を
守
り

な
ん
今
宵
焼
け
な
ば
焼
け
よ
我
が
家 

 
大
正
12
年
、
１
首
目
は
所
沢
。
２

首
目
、波
乱
の
谷
町
で
関
東
大
震
災
。 

こ
の
ご
ろ
の
わ
だ
か
ま
り
な
き
わ
が

心
誰
に
か
告
げ
ん
わ
れ
こ
こ
に
ゐ
て 

 

春
の
雨
け
ぶ
る
欅
の
梢
よ
り
を
り
を

り
露
の
か
が
や
き
て
落
つ 

 

咲
き
の
か
ぎ
り
咲
き
た
る
さ
く
ら
お

の
づ
か
ら
と
ど
ま
り
か
ね
て
ゆ
ら
げ

る
ご
と
し 

 

大
正
13
年
『
日
光
』
、
一
人
暮
し

の
葭
子
の
澄
ん
だ
心
境
。 

わ
が
家
と
さ
だ
め
ら
れ
た
る
家
あ
り

て
起
き
臥
し
す
る
は
た
の
し
か
り
け

り こ
の
夕
べ
窓
の
板
戸
に
は
ず
み
た
る

そ
の
ご
む
毬
は
大
き
く
あ
ら
ん 

 

大
正
15
年
『
日
光
』
、
家
に
い
て

外
の
音
や
光
を
感
じ
取
り
ま
す
。 

葭
子
の
短
歌
に
は
派
手
で
は
な
い

独
特
の
調
べ
と
、
染
み
込
む
よ
う
な

力
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

 
 

 

《 

参
考
文
献 

》 

『
三
ヶ
島
葭
子
全
歌
集 

上
・
中
・
下
』 

（
立
命
館
出
版
部
） 

 
 

『
三
ヶ
島
葭
子
日
記 

上
・
下
』 

（
至
芸
出
版
社
） 

 

『
三
ヶ
島
葭
子
往
復
書
簡
抄
』 

（
至
芸
出
版
社
） 

 

『
定
本
三
ヶ
島
葭
子
全
歌
集
』 

（
短
歌
新
聞
社
） 

 

『
三
ヶ
島
葭
子Ⅰ

・Ⅱ

・Ⅲ

』 

（
所
沢
市
教
育
委
員
会
） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞、ビジネス関係の本や

雑誌、全国の電話帳の他に、

ハローワークからの求人票が

置いてあるんだね。 

図書館や学校での読

み聞かせボランティアに

役立っているんだって。 

 高齢者向けの紙芝居は、図書館

から高齢者施設への出張おはなし

会でも使っているよ。 

 おはなし会室では、土曜

日に「かがくあそび」や「お

はなし会」をやっているよ。 

みんなも参加してね。 

ぼくは図書館のマス

コット「トベア」です。 

航空公園にある所沢

図書館本館の１階と２

階を案内します♪ 

本館は、最高裁判所

と同じ有名な建築家が

設計したんだって！！ 

 

 

 

視覚障害をお持ちの方に対して、 

朗読サービスをするための部屋だよ。 

図書館内の飲食は

ここでできるよ。 

 「徳川家康没後四百年」の

特集をやっていたよ。 

１階特集コーナー 

対面朗読室 

読み聞かせに向く絵本コーナー 

介護コーナー 

ビジネス情報コーナー 休憩コーナー 

おはなし会室 

－４－ 

1 階 



 

 

 

 

 

所沢市立所沢図書館（本館） 

【基本情報】 

〒359-0042 所沢市並木 1-13 

TEL 04(2995)6311  FAX 04(2992)1421 

西武新宿線航空公園駅より徒歩 5分 

カウンターで申し込みをすると

自分のパソコンを使うことができ

る席なんだって。 
小さな文字が読みにくい

人もこれなら大きな字だか

ら読みやすいね。 

 

 時代小説の文庫がたくさん並ん
でいるよ。カウンターの近くにあるか

ら貸出の前にチェックしてみてね。 

雑誌スポンサー制度※で購入された雑誌

や郷土関係の寄贈雑誌もあるんだって。 

雑誌のバックナンバーはフタを開けると

入っているよ。 

※雑誌スポンサー制度 

地元の企業等に、雑誌の購入代金を負担していただ

き、最新号のカバーにスポンサーの名称やメッセージ

等を表示するものです。 

新刊の小説・エッセイのリスト 

書評に載った本のリスト 

大活字本のコーナー 

パソコン等持ち込み席 

雑誌コーナー 

時代小説コーナー 

 

 

気になる本があるときは、

本のタイトルやバーコード下

の番号をメモしてカウンターに

持っていくと予約できるよ。 

２階特集コーナー 

「芥川賞・直木賞受賞者作品特集」を 

していたよ。受賞作のリストをもらったよ。 

今年の芥川賞受賞者の一人、滝口悠生

さんは所沢高校の卒業生なんだって！！ 

知らなかったなあ。 

－５－ 

2 階 



－６－ 

「
介
護
の
日
」
を
ご
存
知
で
す
か
。 

介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、

介
護
従
事
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

及
び
介
護
家
族
を
支
援
し
、
地
域
社
会

に
お
け
る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
日
と
し
て
「
11
月
11
日
」
を

「
介
護
の
日
」
と
決
め
、
平
成
20
年
７

月
27
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
。 

図
書
館
本
館
で
は
、
平
成
27
年
11
月

9
日
か
ら
11
日
に
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
介
護
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
介
護
の
日
に
合
わ
せ
て
、

介
護
の
意
義
や
重
要
性
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
開
催
さ
れ
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
紹
介
や
、
電
動
車

い
す
・
着
用
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
体
験
型
展

示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

図
書
館
の
ブ
ー
ス
で
は
、
図
書
館
本

館
の
介
護
コ
ー
ナ
ー
の
案
内
や
高
齢
者

向
け
紙
芝
居
、
大
活
字
本
の
展
示
、
高

齢
者
施
設
へ
の
出
張
お
は
な
し
会
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

図
書
館
本
館
に
あ
る
介
護
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
介
護
食
の
レ
シ
ピ
本
、
高
齢
者

が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
や
手
遊
び
を
集
め

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
、
足
腰
を

鍛
え
て
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の

体
操
の
本
な
ど
介
護
に
役
立
つ
本
を
集

め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
紙
芝
居
は
、

『
黄
金
バ
ッ
ト
』
や
『
金
色
夜
叉
』
な

ど
の
懐
か
し
い
も
の
か
ら
、
昔
話
や
落

語
の
紙
芝
居
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

大
き
な
字
で
読
み
や
す
い
大
活
字
本

は
、
太
宰
治
や
川
端
康
成
な
ど
の
名
作

だ
け
で
な
く
、
村
上
春
樹
や
東
野
圭
吾

な
ど
の
話
題
の
作
家
の
本
も
あ
り
、
と

て
も
好
評
で
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
図
書
館
の
本
は
、

団
体
貸
出
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

団
体
登
録
を
し
た
施
設
な
ど
に
、
１

団
体
2

0

0
冊
ま
で
最
大
で
２
ヶ

月
間
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者
施
設
等
に
読
書
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
設
け
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
施
設
等
へ
の
出
張

お
は
な
し
会
で
は
、
図
書
館
職
員
が

施
設
に
出
向
き
、
朗
読
や
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

３
日
間
と
も
た
く
さ
ん
の
方
に
来

場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
展
示
を
き
っ
か
け
と
し
て

高
齢
者
の
方
に
も
、
よ
り
一
層
図
書

館
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

 

◆
本
を
読
ん
で
い
る
と
… 

睡
魔
が
や
っ
て
く
る
。 

 
 

（
Ｍ
） 

◆
新
た
な
本
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 

（
Ｋ
） 

◆
今
年
こ
そ
苺
狩
り
し
た
い
。
（
Ｔ
） 

◆
そ
ろ
そ
ろ
虫
が
出
て
く
る
。
（
Ｓ
） 

◆
冬
、
発
行
の
予
定
が
… 

暖
か
く
な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
。
（
Ｉ
） 

 

編 

集 

後 

記  
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